
5/18（日） 

時間：午後１時３０分～午後３時３０分 

場所：幡豆図書館 2 階 研修室 

講師：手織り三河木綿保存会 西尾工房 

対象：中学生以上 

定員：10 名（申込先着順） 

申込：4/12（土）から直接幡豆図書館へ。  

翌日から電話でも受け付けます。 

は ず っ と ！ 

 4/23（水） 

時間：午後４時１０分～午後４時３０分       
場所：幡豆図書館 １階 おはなしコーナー 

おはなし会で読む本を、3/1（土）～4/13(日)の投票で決定します。 

おはなし会では、人気の本 3 冊を発表し、読みます。おみやげもあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4

月 

場所 テーマ 

ロビー 本で三原色 

一般 西尾市出身の作家 

小説 学校が舞台の本 

植物 観葉植物 

3

月 

場所 テーマ 

ロビー 新しいこと・ 
久しぶりなことを始めよう 

一般 ジャケ借りしたくなる本 

小説 女性が主人公の物語 

植物 寄せ植え 
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 3/30（日） 

時間：午後２時～午後３時２０分       
場所：幡豆図書館 ２階 研修室 

定員はありません。どなたでも参加いただけます。 

 

材料費 
100 円 

かわいい 
コースターが 
作れます！ 



1/25(土)に笑い文字中級講師永谷貴子さんをお招きして、『笑い 

文字で「ありがとう」を伝えよう』の講座を行いました。 

中学生から大人の方まで、幅広い年代の方が参加してくれました。 

初めての方が多かったですが、教材にそって教わったので、スラス 

ラと書くことができました。同じ「ありがとう」の文字だけれども 

ひとつとして同じものはなく、それぞれ素敵な作品を書くことがで 

きました。また、参加者同士で作品を交換して、作品について話し 

合い、楽しく笑い文字を学ぶことができました。今後も、いろいろ 

なイベントを計画中です。楽しみにしていてください！ 

1 月にこんなことをしました！ 

『笑う化石の謎』 Ｙ Ａ 向 け 

オススメ！ 

ピッパ・グッドハート/著  
千葉茂樹/訳  
あすなろ書房刊 （Y933/グ） 

１３歳のビルは、のどかな村で暮ら
しています。失業中の父を助けよう
と頑張るが上手くいかず、母とは心
の行き違いもあり、孤立していきま
す。そんなビルの前に、「笑う化石」
があらわれます。その化石は・・・・。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書  名 著者名 請求記号 

リーダーの言葉力 文藝春秋/編 281/リ 

歴史的プレゼン 前田鎌利/著 336/マ 

プラネタリウム解説員が 
本気で伝えたい星座と 
星めぐり 

永田美絵/ほか著 443/プ 

事件記者、保育士になる 緒方健二/著 916/オ 

高高度の死神 
怪獣殺人捜査 

大倉崇裕/著 F/オ 

ハロハロ こまつあやこ/著 Y913/コ 

ショコラ・アソート 

あの子からの贈りもの 
村上雅郁/作 Y913/ム 

 

→「０・１・２歳に読み聞かせたい絵本」 
3/2（日）※事前申し込み必要 

 

→「ふわふわおはなし会」 
4/23（水） 午後４時１０分～ 

  
→おはなしぴょーん  

午前１０時４５分～   対象：2～3 歳 
 

→はずっこおはなし会  

午後４時１０分～    対象：園児・小学生 
                 

→いちごおはなし会  

午前１０時４５分～   対象：０～2 歳    
→幡豆よみきかせの会 

午前１０時３０分～   対象：どなたでも 

 

毎月 23 日は読書の日 西尾市立幡豆図書館 ℡:0563-62-6588  はずっと！（大人版）偶数月 23 日発行 

図 書 館 カ レ ン ダ ー 

→休館日 

※予定が変わる場合があります。 
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『普通のノウル』 一 般 向 け 

オススメ！ 

イ・ヒヨン/著 山岸由佳/訳 
評論社刊 （929/イ） 

母は１６歳で出産をし、ひとりで育て
てくれた。１７歳のノウルは、母に普通
の幸せを手にして欲しいと願ってい
ますが、親友の兄と恋仲であること
を知ってしまい・・・。ノウルが、普通と
は何かの答えを見つけて、次の季節
に歩みだす物語。 

『崖っぷちの老舗バレエ団に 

密着取材したらヤバかった』 
新刊 

渡邊永人/著  
新潮社刊 （769/ワ） 

これは、日本のとある破綻寸前の
プロバレエ団に１年間取材をし、
YouTube で発信を続けたディレ
クターの記録。チケットは売れず、ト
ウシューズを買うのも苦しいなど、
バレエ界の大変さを知ることがで
きます。 

講座を受けて書いた 
「ありがとう」の文字。
かわいくかけました！ 

 

→春らんまん映写会「おしりたんてい」 
3/30（日）午後２時～ 


